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はじめに 
 

 

 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU: Asia-Pacific Cultural Centre for 

UNESCO）は、ユネスコの基本理念に基づき、多様な文化が尊重される平和で持続可能な社会の

実現に資するため、アジア太平洋の人々と協働し、文化と教育の分野において地域協力・交流活動

を推進しています。 

 

ACCU では、国際社会や地域社会に主体的に貢献できる人材を育成することを目的として、

2012 年より高校模擬国連推進事業を開始しました。国連会議のシミュレーションである模擬国連

活動を通して、世界のあらゆる課題について学ぶ教育の機会を日本全国の高校生に提供しており、

毎年、「全日本高校模擬国連大会」および「高校模擬国連国際大会への日本代表団派遣支援事

業」を行ってきました。 

 

2020 年、モンゴル・ユネスコ国内委員会の協力のもと、新たなプログラムを開始いたしました。こ

のプログラムでは、2020 年 10 月 3 日、17 日、30 日、31 日の 4 回にわたって、モンゴル・ユネス

コ国内委員会によるオリエンテーション、高校生同士の交流会、モンゴルで開催されている模擬国連

大会である Model UNESCO Mongolia へ参加しました。プログラムの詳細、参加者の声など詳し

くは本報告書をご参照いただきたく存じますが、この度のこの経験が参加されたすべての方の成長

のきっかけとなり、将来にわたる相互理解と友好の一助となることを願ってやみません。 

 

最後に、新型コロナウィルス感染症の世界的流行という未曽有の事態のなか、このプログラムに

多大なご支援とご協力をいただきました、モンゴル・ユネスコ国内委員会、東芝国際交流財団をはじ

めとした関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

2020 年 12 月 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 
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プログラム概要 

 

１． 背 景 

 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）では、全国の高校生に対し、国連会

議のシミュレーションである模擬国連活動を通して、世界のあらゆる課題について学ぶための

教育の機会を提供し、国際社会や地域社会に主体的に貢献できる人材を育成することを目

的として、2012年より高校模擬国連推進事業を実施しています。 

このプログラムは、2020年からACCUがモンゴルユネスコ国内委員会（モンゴル外務省）

の協力のもと、実施する新たなプログラムです。このプログラムでは、2020年 10月 3日、17

日、30日、31日の 4日間、モンゴルと日本をオンラインでつないだワークショップや、モンゴル

で開催されている模擬国連大会であるModel UNESCO Mongoliaへの参加を実施します。 

 

２． 目 的 

 

（１） 文化的多様性への尊敬をもって国際社会や地域社会に主体的に貢献できる人材を育成

すること 

（２） 未来を担う高校生が地球規模課題に対する意識を高め、理解を深めること 

（３） 国内外の参加者の間で友情を育み、相互理解を深めること 

（４） 意見交流の場を通して、モンゴル人学生の対日理解を促進し、将来にわたる日蒙関係発

展の礎を築く場とすること 

 

 

３． 日 程 

 

日程 場所 内容 

10 月 3日(土) 東京都内 東京プログラム DAY1 

・オリエンテーション 

・日本人参加者同士の交流 

・モンゴルユネスコ国内委員会担当者によるモンゴルの

歴史や文化に関する講義 

10 月 17日(土) 東京都内 東京プログラム DAY2 

・新モンゴル日馬富士学園の生徒との交流会 

・Model UNESCO Mongolia（MUM）議題説明とオリ

エンテーション 

・MUMの進め方について 

10月 30日(金)、

31 日(土) 

自宅 Model UNESCO Mongolia（MUM）オンライン参加 

※対面およびオンラインのハイブリット形式で実施 
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４． 参加条件 

 

（１）日本の高等学校に在籍していること 

（２）プログラムの全日程に参加できる健康状態であること 

（３）全てのプログラムに積極的に責任感をもって参加できること 

（４）英語での交流会・ディスカッションに意欲的、また主体的に参加できること 

（５）参加については、在籍する高校の校長許可を得ていること 

 

５． 参加費(自己負担分) 

 

    無料。ただし、次の 6.旅費等に定めるもの以外は自己負担とする。 

 

６． 旅費等 

 

ACCUは下記の項目について補助する。 

 

（１）会場までの国内移動 

（２）東京都内プログラム開催時の昼食代 

（３）希望者に対してMUN参加時にWi-Fi 貸与 
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Model UNESCO Mongolia 2020 コンセプトノート 

 

Ⅰ．MUM の背景 

 

Model UNESCO Mongolia（以下 MUM）は、ユネスコ北京事務所（UNESCO Beijing 

Office：UBO）の協力のもと、ユネスコ創設 70 周年を記念し、国連青少年アドバイザリー委員会

（UN Youth Advisory Panel：UNYAP）モンゴル支部、及び、モンゴル・ユネスコ国内委員会

（Mongolian National Commission for UNESCO:MNCU）により、2015 年に組織されました。

MUM はユネスコ総会のシミュレーションで、青少年が国を代表し、ユネスコ加盟国の常任代表とし

て教育、科学、文化に関する地球規模の諸問題について議論し、決議案を策定します。その際、参

加者自身が人々の意識を高めたいと考えている重要な地球規模課題にスポットライトを当てること

により、青少年が自らの意見を共有するプラットフォームを提供し、意見を提言する場となっています。

そもそもは、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」における 17 の持続可能な開発目標1

（SDGs）を普及させ、国際的な時事問題や外交、ユネスコの活動について学ぶ場として考案され

ました。 

 

青少年の能力を育成すると同時に、SDGs を達成する上での国連機構内におけるユネスコの役

割を学び、また、ロールプレイを通じて多国間主義の力学に対する見識と理解を深めることが本会

議の目的です。さらに、参加者が人前で話すことや文書分析など、対人スキルや専門スキルを磨く

機会を提供します。 

 

会議で取り扱う議題は、委員会が 1 つしかなかった 2015 年の開始以来、急速に拡大していま

す。モンゴルで MUM に関する情報が広まるにつれ、参加者数、そして最も重要なこととして、会議

のレベルが劇的に向上しました。成功裏に終わった第 3 回 MUM2017 ではそれまでの会議を踏

襲しつつ、文化、教育、人文・社会科学の 3 つのユネスコ委員会が導入され（特に人文・社会科学

委員会では全て英語にて議事進行を実施）、参加者全員がより充実した体験を積むこととなりまし

た。そして、この流れは現在の MUM にも続いています。 

 

MUM会議はウランバートル市を中心に行われてきた一方で、ユニークな考え方を会議に提供で

きる多くの青少年がモンゴルの郊外に暮らしていることを考慮し、2018 年に国内 3 つの地域から

も MUM に参加するようになりました。参加者の対象地域拡大によって、MUM の重要性は益々高

まりました。MUM に地域の代表者が参加したことは、モンゴル全国の青少年にユネスコとユネスコ

の使命を広めることに大いに役立ち、重要な地球規模の問題に対し可能な解決策を見出すよう促

すこととなりました。さらには、地方へ拡充したことで、MUM の全国的知名度が大きく高まると共に、

                                                   
1 United Nations, General Assembly, A/RES/70/1, 21 October 2015. 
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青少年に対する全国規模での SDGｓ推進に繋がりました。 

2019 年、第 5 回 MUM 会議も成功を収めました。それまでの会議を踏襲しつつ、全参加者によ

り充実した体験を提供する、という MUM の流れを継続すべく、ユネスコ総会に似た新しい形式を

実践し、ユネスコのミッションに更に近付くような形で実施しました。韓国ユネスコ国内委員会の多

大な支援により、第 5 回 MUM には韓国からの代表者も参加し、近隣他地域からの参加者拡大の

基盤も確立されました。 

 

II．MUM2020 の活動根拠 

 

MUM 改善の必要性があるとの認識の下、第 3 回 MUM の終了後、2018 年に改革プロセスが

始動しました。MUM2018 は、他の模擬会議と同様に、国連総会に似せた形式で実施しましたが、

その成果文書および参加者に送付された評価アンケートの結果から MUM の形式、体制、および

内容を改善する必要性が明らかとなりました。とは言え、モンゴルにおける模擬会議の先駆者として

国内の青少年を鼓舞し活気づける活動を行って数年が経ち、ある意味、改革の必然的タイミングだ

ったことは特筆すべきでしょう。 

 

ユネスコの戦略的改革も進む中、MUM2019 の変革が適切なタイミングで行われました。ユネ

スコ総会を模倣した形で MUM 会議を開催するのは初めてでしたが、参加者は新しい形式にうまく

適応し、会議は成功を収めました。MUM の成果文書は、ユネスコの持続可能な開発目標（SDGｓ）

達成のための将来の行動に対する提案を含む決議草案の形で作成されました。そして、この成果

文書はユネスコの時期中期戦略策定にあたっての検討材料としてユネスコに提出され、モンゴルの

青少年たちがユネスコの活動により深く関わり、また自分自身のコミュニティ内でより積極的な役

割を果たすよう、刺激と自信を与えることに繋がりました。 

 

国民の MUM に対する関心が高まっていることに加え、会議の独自性と、青少年の声がより高い

レベルの政策決定で取り上げられる可能性を有していることから、周辺地域からの関心が非常に

高まっています。MNCU は、周辺地域とのイベントとして第 6 回 MUM を開催する中で、ユネスコ・

アジア文化センター（ACCU）と協力していく方向です。MUM の持続可能性を確保することに加え、

MUM の重要性と質をさらに高めるため、組織チームは MUM2020 実施にあたり、周辺地域の

国々との協力強化、及び会議期間を最低でも 2 日間に延長する必要があると考えています。 

 

また、MUM2020 が開催される 2020 年は国連創設 75 周年でもあります。事務総長の主導で

「国連創設 75 周年：私たちが望む未来に向けた対話(UN75 Dialogues on the Future We 

Want)」が年間を通じて実施されます。 そこで MUM は、国連 100 周年である 2045 年までによ

り良い世界を実現するために、ユネスコがどのように役立てるかの意見を共有する、「UN75 ユー

ス・ダイアログ（UN75 Youth Dialogue）」として始動します。 
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III．目的 

 

MUM2020 の主な目的は、教育、文化、科学の分野でユネスコのプログラムを実施する上で青

少年がどのような役割を果たすことができるかを参加者が熟考し、関係者に向けて具体的な提案

を行うことです。この目的は下記の点と共に達成されます： 

 

 ユネスコの使命、活動、及びユネスコ総会に関する青少年の理解を深める 

 国際情勢、各国ごとの政策、国連の持続可能な開発アジェンダに関する青少年の知識を向

上する 

 リーダーシップ、批判的思考、スピーチ、英語での政策立案などの個人スキルを含む、交渉、

外交、同意形成における参加者の技能を育成する 

 特に「国連創設 75 周年：私たちが望む未来に向けた対話」を通して、現在起きている世界

規模の諸問題に対し、国の視点、及び参加者本人の視点、双方から考察する 

 外交の実践体験を通じ、将来のユネスコにおいてどのような貢献ができるかについて熟考

する機会を提供する 

 グローバルな意思決定者になるためのコンピテンシーを強化し、活動的で見聞の広い地球

市民になるよう刺激し、動機付けを行う 

 周辺各国との対話に参加する青少年を増やすことで、周辺各国との協力を促進する 

 

IV．期待される成果 

 

MUM2020 閉会の際、各委員会の参加者は成果文書を決議の形で作成します。参加者によっ

て作成された決議は、MNCU の事務総長によって正式にユネスコ北京事務所および UNRC モン

ゴル事務所に提出され、関連する地方、地域、および国際機関と共有されます。 

 

さらに、MUM2020 では下記の成果が考えられます。 

 

 知識の向上と他分野でも応用の効くスキルの強化 

 ユネスコやその他の関連機関との関わり方や、意思決定プロセスに関与する方法について

の意識向上 

 他の国連専門機関の機能に関する認識を高め、多国間主義がどのように機能するかにつ

いての理解を深める 

 コンセンサスを形成し、オフィシャルで多文化な環境で活動することによる、さまざまな国の

若者と連携する能力の強化 

 「国連創設 75 周年：私たちが望む未来に向けたユース・ダイアログ」の立ち上げ 
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V. MUM 2020 の組織 

 

A.会議の形式 

 

MUM 2020 は、MUM 2019 と同様の会議形式で行います。これは、本会議と委員会会議で構

成されるユネスコ総会の形式に似ています。参加者は、加盟国の代表としての役割を担います。 

総会は、議長(運営チームによって事前に指名される)による本会議での開会式によって開会しま

す。その後、議長は委員長、副委員長、書記からなる各委員会の事務局とともに 3 つの委員会を設

立させます。その後、総会は運営チームが準備した議題を承認します。 

 

B.委員会及びテーマ 

 

MUM 2020 は、ユネスコの ED（教育）、SHS（人文・社会科学）、および CLT（文化）委員会で

構成されます。各委員会内で、常任代表（参加者）は、「YOUth-あなたが望む未来と若者が望む

未来」という包括的なテーマの下、じっくりと討議します。また、参加者が現在進行中のパンデミック

およびポスト COVID-19 の世界におけるニューノーマルについての新たな創造についての考えを

会議にもたらすことを歓迎します。 

 

このテーマを念頭に、参加者は下記のトピックに重点的に取り組みます。 

 

 ED 委員会：持続可能な開発のための教育における ICT 利用及び ODL（open and 

distance learning:オープン遠隔学習）の主流化 

 SHS 委員会：特にジェンダー視点による差別や排除への対処 

 CLT 委員会：アーティストや創造産業のレジリエンスへの支援 

 

C.会場日時 

 

MUM 2020 は現在のとこ 10 月 30〜31 日に実施予定です。ホテル会場や会議場に関する三

社の見積結果に基づき、MUM 2020 の開催地を決定します。 

 

D.使用言語 

 

MUM 2020 での使用言語は英語です。また、会議に関連する全ての文書は英語で入手可能で

す。同時通訳や逐次通訳は実施されないため、参加者は実用レベルの英語力が必要です。 
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E.会議前の準備 

 

a.情報源となる資料 

 

参加者には参加者ハンドブックが配布されます。このハンドブックには手順規則、ユネスコ、

委員会、会議トピックに関する詳細情報、及び参考資料へのリンク（理事会の記録概要、

総会の議事録、2020－2021 年にかけてのユネスコのプログラム及び予算、ユネスコの

2014-2021 年中期戦略、Youth 2030: The UN Youth Strategy, UNESCO’s 

resources for COVID-19 response など）が掲載されています。参加者は、討議予定

のトピックや担当国のスタンスについて、具体的な地球規模課題とそれに対する提案につ

いて焦点をあてつつ、さらに独自でリサーチすることが求められます。 

 

b.能力開発ワークショップ/トレーニング 

 

MUM 2020 の全体的な形式とその手順規則は、標準の模擬国連会議とはやや異なりま

す。そのため、MUM 2020 の事務局のメンバーと参加者は、円滑な組織運営を行うため、

トレーニングワークショップを修了する必要があります。ワークショップは、総会の進行に関

わる全員を訓練することを目的とし、模擬セッションも含まれます。 

 

F.参加者 

 

15〜27 歳の計 45 名が MUM 2020 に参加予定です。尚、運営チームは、事務局と審査員を

含む 15 人で構成されます。 

 

a.周辺地域国への拡大 

 

本年、MUM は北東アジア地域の若者が参加することで、参加者地域のさらなる拡大を

目指しています。周辺地域の 4 か国、すなわち、日本から 5 名、中華人民共和国、および

大韓民国の各国から 1 名の参加者が、ユネスコ国内委員会および（または）関連機関を

通じて、招待されます。 

 

b.申込及び選考プロセス 

 

参加希望者は、自由回答形式の設問が複数記載された申込書に必要事項を記入します。

設問は現代社会における重要な問題に対処し、MUM 外でもユネスコの取り組みを促進
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する能力に加え、リーダーシップ、分析的、創造的思考、イノベーションスキルなど、申請者

のソフトスキルを評価することを目的とした内容となっています。運営チームによる慎重な

審査が実施され、回答内容と英語力に基づき選出されます。参加者は社会活動に積極

的であることが求められ、それは基本的な参加者選考の基準となります。 

 

同様に、希望者は各委員会の委員長、副委員長、書記のポジションへの申込書に記入す

ることができます。運営チームは、上記ポジションの適任者を応募者の中から選出するよう

努めるものとしますが、応募の如何に関係なく、有能且つ経験があるとみなされる人物を

選出する権利を有します。 

 

主催者は、教育、文化、人文社会科学の分野で、優れた人物を 3 名選出する予定です。こ

の 3 名は、MUM 2020 の 3 つの委員会の評価を行う上で、トピックに関する幅広い知

識を有する者です。 

 

※日本国内における参加者の選考は、この限りではありません。 

*Translated by ACCU 2020 
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プログラム関係機関・助成/協力機関 

 

＜日本側主催＞ 

 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター/ 

Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO (ACCU) 

 

 

＜モンゴル側主催＞ 

 

モンゴル・ユネスコ国内委員会/Mongolian National Commission for UNESCO 

 

 

＜助成＞ 

 

公益財団法人 東芝国際交流財団 

 

 

＜協力＞ 

新モンゴル日馬富士学園 
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２．活動の記録 
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13:00-13:15 オリエンテーション 

13:15-13:50 参加者による自己紹介 

13:50-14:00 休憩 

14:00-14:50 グループワーク&ディスカッション 

 テーマ①モンゴルについて知りたいこと 

テーマ②モンゴルの人に紹介したい日本のこと 

14:50-15:00 休憩 

15:00-15:50 モンゴルの歴史と文化に関する講義と質疑応答 

  By Ms. Namuun Ganbat モンゴルユネスコ国内委員会 

Ms. Odontuya Altansukh, UN Youth Advisory Panel 
15:50-16:00 振り返り・閉会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

10 月 3 日（土）東京プログラム DAY1 

日本各地から集まった参加者

同士、地域の名産や食べ物、自

信のこれまでの経験や将来の

夢などを共有しました。後半は、

モンゴルとオンラインでつなが

り、モンゴルの歴史や文化につ

いてお話いただき、お互いに対

する理解を深めました。 
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12:00-12:45 新モンゴル日馬富士学園の生徒とのランチ交流会 

12:45-13:00 オリエンテーション 

13:00-13:45 日本紹介のプレゼンテーション 

13:45-14:00 休憩 

14:00-14:15 Model UNESCO Mongolia (MUM)オリエンテーション 

By Ms. Namuun Ganbat モンゴルユネスコ国内委員会 

14:15-14:30 Model UNESCO Mongolia(MUM)議題解説 1 Education Commission 
「持続可能な発展のための教育における ICT 利用及び ODL（open and 

distance learning:オープン遠隔学習）の主流化」 

By Ms. Udval Sukhbaatar, Chairperson 

14:30-14:45 Model UNESCO Mongolia(MUM)議題解説 2 Social and Human 

Sciences Commission 「特にジェンダー視点による差別や排除への対処」 

By Ms. Ulsbold Battulga, Chairperson 

14:45-15:00 Model UNESCO Mongolia(MUM)議題解説 3 Culture Commission 

「アーティストや創造産業のレジリエンスへの支援」 

By Mr. Unumunkh Jargalsaikhan, Chairperson 

15:00-15:15 休憩 

15:15-15:35 Model UNESCO Mongolia(MUM)ルールとプロシージャ 

By Ms. Odontuya Altansukh, Coordinator, UN Youth Advisory Panel 
15:35-15:55 質疑応答 

15:50-16:00 振り返り・閉会 

 

この日はランチタイムを使って、ウランバートル

にある新モンゴル日馬富士学園で日本語を学

ぶ高校生たちと日本語を使って交流しました。

アニメや J-pop など共通の話題で交流を深め

ました。 

その後、ペアとなって MUMに参加するモンゴル

のユース達に対して、それぞれが準備してきた

発表資料を使って、日本の歴史、おもてなし文化、学校生活などを紹介しました。その後、MUM の

本格的なオリエンテーションが始まり、議題の内容や会議の進め方について説明を受けました。圧

倒された人、闘志がみなぎる人、それぞれに MUM 本番への思いを抱えて閉会しました。 

 

10 月 17 日（土）東京プログラム DAY2 
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※モンゴル時間 

DAY ONE (30 Oct 2020) 
Opening Session 

09:00-09:30 Opening remarks  

 President of the 6th Session of the MUM and Secretary General of 
the United Nations Youth Advisory Panel 

Welcome remarks 

 Mr Tapan Mishra, UN Resident Coordinator 
 Ms Uyanga Sukhbaatar, Secretary General of the Mongolian 

National Commission for UNESCO 

 Ms Yumi Shindo, Director of International Educational Exchange 
Department, Asia-Pacific Cultural Centre for UNESCO (ACCU) 

09:30-09:40 Establishment of Commissions and Appointments 

09:40-09:50 Group photo 

09:50-10:20 Coffee break 

Session 1  
Commission Meetings 

/SHS Commission: 3rd floor auditorium, CLT Commission: 6th floor meeting room, ED 

Commission: 7th floor meeting room/ 

10:20-10:40 Adoption of the agenda 

10:40-11:10 National Statements  

⁻ Representatives of each country /2 minutes each/ 
11:10-12:30 General debate on the the reimagination of the new normal during the 

current pandemic and for a post-COVID world in the fields of Education, 
Science and Culture 

12:30-13:30 Lunch 

Session 2 
Commission Meetings 

/SHS Commission: 3rd floor auditorium, CLT Commission: 6th floor meeting room, ED 

Commission: 7th floor meeting room/ 
13:30-13:40 Attendance check 

13:40-16:00 General debate on the the reimagination of the new normal during the 
current pandemic and for a post-COVID world in the fields of Education, 
Science and Culture /cont’d/ 

10 月３０日（金）Model UNESCO Mongolia DAY1 
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モンゴルの会場ライブストリームの様子 

16:00-16:30 Coffee break 

16:30-17:00 General debate on the the reimagination of the new normal during the 
current pandemic and for a post-COVID world in the fields of Education, 
Science and Culture /cont’d/  

17:00-17:20 Feedback and Orientation for day 2 
 

Google meet を使用したライブストリームを通じて会場とつながり、会場にいるペアと協力して会

議に参加しました。3 つの議場に分かれて、各議題に関する議論が展開していきました。 

 

 

 
※モンゴル時間 

DAY TWO (31 Oct 2020) 
Session 3 

/SHS Commission: 3rd floor auditorium, CLT Commission: 6th floor meeting room, ED 

Commission: 7th floor meeting room/ 

10:00-11:00 General debate on the the reimagination of the new normal during the 
current pandemic and for a post-COVID world in the fields of Education, 
Science and Culture /cont’d/ 

11:00-12:00 Formulation of Draft Resolutions 

12:00-12:30 Adoption of Draft Resolutions 

10 月３1 日（土）Model UNESCO Mongolia DAY２ 
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12:30-13:30 Lunch 

Closing session 
13:30-13:50 Closing remarks 

⁻ Mr Tapan Mishra, UN Resident Coordinator  
⁻ Ms Uyanga Sukhbaatar, Secretary General of the Mongolian 

National Commission for UNESCO 
⁻ President of the MUM, Secretary General of the United Nations 

Youth Advisory Panel 
13:50-14:20 Evaluation of the Judges 

14:20-14:50 Award ceremony 

14:50-15:00 Group photo 

15:00-17:00 Reception 

 
プログラム 2 日目は、決議案をまとめることに多くの時間が使われました。日本からの参加者も徐々

に会議に慣れ、積極的に発言し会議に貢献しました。閉会式では、互いの健闘を称えあい大きな拍

手が送られました。決議案は、モンゴルユネスコ国内委員会の事務総長によって正式にユネスコ北

京事務所および UNRC モンゴル事務所に提出されました（本報告書後半にも掲載）。 
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４．活動の成果 
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アンケート集計結果 

プログラム終了直後にアンケート調査を実施し、プログラムによってどのような力が育ったのかを知

る手立てとしました。アンケート調査では、（１）関心・理解度（２）スキル（３）ネットワーク（４）行動 4

つのカテゴリーで設定された設問に対して、参加者自身が評価基準に則り事前事後の自己評価を

行いました。この結果は今後のよりよいプログラムデザイン、運営に活用いたします。 

 

 関心や理解度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0
1
2
3
4
5

モンゴルの文化に対する

関心

モンゴルの文化に対する

理解

日本の文化に対する関心

日本の文化に対する理解

自文化の発信に対する関

心

相互理解の重要性に対す

る理解

地球規模の課題に対する

関心

地球規模の課題に対する

理解

関心や理解度（平均値）

参加前 参加後

※評価基準 
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 スキルについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0
1
2
3
4
5

リーダーシップ

批判的（論理的）思考力

批判的分析力

多文化な場面でのコミュ

ニケーション力

多文化な場面での合意形

成力

違いと多様性に対する共

感、尊重する姿勢

スキル（平均値）

参加前 参加後

※評価基準 
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 ネットワークについて 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 とてもそう思う

100%

日本国内の参加者との友情が深まった

5 とてもそう思う

4 そう思う

3 どちらとも言えない

2 そう思わない

１ 全くそう思わない

5 とてもそう思う

57%

4 そう思う

29%

3 どちらとも

言えない

14%

モンゴルの参加者との友情が深まった

5 とてもそう思う

4 そう思う

3 どちらとも言えない

2 そう思わない

１ 全くそう思わない
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 行動について 

 

 

〇具体的に何をしているか、またはしてみたいか教えてください。（現在または将来の計画） 

＜意欲の向上（模擬国連・語学）＞ 

・日本・外国での模擬国連に参加しもっと様々な国についての理解を深めたい。 

・また模擬国連に参加して、今回以上に発言できるようにしたい。 

・模擬国連の学校での普及に努めたい。 

・もっと英語力をつけて今度は単身で、模擬国連に挑んでみたい！ 

・模擬国連を積極的にこれからも開催するとともに、私自らも参加することで国際社会への理解

を深める。模擬国連の機会が少ないことが問題だと感じているので、大きな模擬国連を開催し

たい。 

・国際交流のイベントに積極的に参加し、語学を磨きたい。 

 

＜視野の広がり（身近な活動～将来の夢）＞ 

・現在はカンボジアへの教育資金を援助するために定期的に募金活動を行っている。将来私は 

経済経営の仕事に付きたいと思っているので、明確には定まっていないが、発展途上国での 十

分かつ安定的な食料の得られる農場経営システムを実現化したり、言語や場所などの障壁を

できるだけ取り除いた国際交流の場を提供したりするなど、幅広い視野で考えていこうと思う。 

・学校では、JRC 同好会として、リユース、リサイクルできるようなものの回収にさらに力をいれる

ようになった。また、世界のことについてよく考えるようになった。特に、ジェンダー問題に関しては、

資料をみたり、ドキュメンタリーを見るようになった。 

・将来国際系の職業に就き、沢山の外国人の方と交流したい。 

・将来的は国連で働いて、困っている人を救いたいという気持ちが強くなった。 

・将来は自分が世界の最前線で戦えるように、今は学を積むことと人と関わることに注力して  

 いきたい。 

5 とてもそう思う

100%

より平和で持続可能な世界を創るために効果的で責任を持った行動を

起こすことができる、または、行動を起こしたい

5 とてもそう思う

4 そう思う

3 どちらとも言えない

2 そう思わない

１ 全くそう思わない
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付録 
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プログラム初日 

自己紹介プレゼンテーション（左）やディスカッション（右）を行った 

 

プログラム 2 日目 

オンラインで日本文化紹介のプレゼンテーション（左） 

  参加者同士すっかり打ち解けた（上） 
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MUM 開会式会場では ACCU からのビデオメッセージが流された（右上） 

会議をリードした Chairperson たち（右下） 

モンゴルで撮影された参加者の集合写真 
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―モンゴル模擬国連への参加をとおして共に学ぶ― 

アジア太平洋青少年相互理解推進プログラム 
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